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①デジタル技術を活用した学習スタイルの充実について 

  ②不登校への重層的な支援体制の強化について 

 

 

 

↑　１人１台タブレット端末を活用した学習 〈高等学校〉 　　　　　　　　　↑　心の教育センター



ダッシュボードによる可視化

学習eポータル機能を搭載した高知県学習支援プラットフォーム「高知家まなびばこ」で実現する教育データ利活用

デジタルドリル

県作成

単元テスト
これ単etc

外部ツール

学びの保障
オンライン学習
システム
(文科省提供)

デジタル
ドリル
(業者作成)

デジタルツール

県作成

キャリア
パスポート

きもち
メーター

学習支援
動画

外部ツール

GoogleWorkspace
高知県アカウント発行

校務系データ

校務支援
システム

高知県学習支援プラットフォーム「高知家まなびばこ」

学習eポータル機能
◎ ユーザー認証（SSO）
◎ 各種デジタルツールとの標準
仕様による連携
◎ 学習者情報管理

データ
連携

ドリル

○年○組 高知 まなぶ

MEXCBT

Google

メニュー

学習動画

－ □ ×■児童生徒用
個人ダッシュボード
イメージ

学級・学年・学校用
ダッシュボード
イメージ

学習

■■中学校 ○年○組

アンケート

Google

メニュー

きもちﾒｰﾀｰ

－ □ ×■

標準仕様による
データ連携

外部ツール

デジタル
教科書

～Ｒ３整備 Ｒ４整備計画

標準仕様による
データ連携

オープンソース
を利用した
ダッシュボード

フェーズⅠ
１人１台端末環境の日常化

▶学習支援プラットフォーム「高知家まなび
ばこ」の構築

▶高知県Googleアカウントを発行・管理
▶デジタルツールの開発・更新

フェーズⅡ
各種ログのビッグデータ化

▶各種デジタル教材から得られる児童生
徒の様々なデータを学習支援プラット
フォームに収集・蓄積し、ダッシュボードで
視覚化

フェーズⅢ
学習各種データの分析・活用

▶学習履歴（スタディ・ログ）、生活履歴
（ライフ・ログ）指導履歴（アシスト・ロ
グ）等の経年・相関分析から指導の個
別化・学習の個性化につながる活用を
提案

自治体・学校のニーズに
応じたデータベースの運用
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授
業
改
善
に
取
り
組
む
先
生
を
応
援
し
て
い
ま
す

高
知
家
ま
な
び
ば
こ
教
職
員
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
小
中
学
校
課
の
サ
イ
ト
に
て
、
各
教
科

等
の
授
業
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
U
RL】
https://sites.google.com

/g.kochinet.ed.jp/310301
※
県
教
委
か
ら
発
行
さ
れ
た
googleア

カ
ウ
ン
ト
（
@
g.kochinet.ed.jp）

が
必
要
で
す
。

小
学
校
３
年
国
語
書
く
こ
と

「
調
べ
て
書
こ
う
、
わ
た
し
の
レ
ポ
ー
ト
」

小
学
校
４
年
国
語
読
む
こ
と

「
広
告
を
読
み
く
ら
べ
よ
う
」

小
学
校
４
年
社
会

「
先
人
の
働
き
昔
の
く
ら
し
と
開
発
」
小
学
校
５
年
算
数
C
変
化
と
関
係

「
二
つ
の
数
量
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

小
学
校
６
年
算
数
C
変
化
と
関
係
（
１
）

「
比
例
」

小
学
校
６
年
社
会
（
２
）
我
が
国
の
歴
史

上
の
主
な
事
象
「
平
和
で
豊
か
な
暮
ら
し

を
目
ざ
し
て
」

こ
こ
を

ク
リ
ッ
ク
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高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
小
中
学
校
課

〒
780-0850

高
知
県
高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
７
－
52

TEL：
088－
821-4735

FAX：
088－
821-4926

E-m
ail：
310301@

ken.pref.kochi.lg.jp

中
学
校
１
年
社
会
地
理
的
分
野
B（
２
）

世
界
の
諸
地
域
③
ア
フ
リ
カ
州

研
究
プ
ロ
セ
ス
動
画
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
小
学
校
編
２
本
・
中
学
校
編
２
本

中
学
校
１
年
数
学
Ａ
数
と
式
（
２
）

文
字
と
式

中
学
校
２
年
社
会
歴
史
的
分
野
C

（
１
）
近
代
の
日
本
と
世
界

中
学
校
１
年
技
術
・
家
庭
科
（
技
術
分
野
）

Ａ
材
料
と
加
工
の
技
術

中
学
校
２
年
数
学
C
関
数
（
１
）

一
次
関
数

中
学
校
３
年
国
語
書
く
こ
と

「
15歳
の
主
張
」
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令
和
３
年
７
月
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
『
き
も
ち
メ
ー
タ
ー
』
の
管
理
機
能
が
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
見
え
る
、
わ
か
る
、
そ
し
て
支
え
る

N
EW

児
童
生
徒
情
報

を
用
意
す
る

高
知
県
G
o
o
g
le

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

へ
情
報
を
送
信

     す
る

登
録
完
了
通
知

が
届
け
ば
利
用

開
始
!!

個
人
の
変
化
が
一
目
で
わ
か
り
ま
す
！

N
EW

設
定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
含
ま
れ

る
コ
メ
ン
ト
が
表
示
さ
れ
ま
す

N
EW

ク
ラ
ス
の
様
子
が

　
　
　
一
目
で
わ
か
り
ま
す
！

気
に
な
る
コ
メ
ン
ト
が

　
　
　
自
動
表
示
さ
れ
ま
す
！

大
型
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
！

利
用
開
始
ま
で

３
ス
テ
ッ
プ

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
政
策
課
情
報
政
策
担
当
　
310101@

ken.pref.kochi.lg.jp　
088-821-4904

1
人
1
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

を
使
用
し
て
今
日
の
気
持
ち
を

選
択
し
て
送
信

担
任
だ
け
で
な
く
、
学
校
全
体

で
入
力
結
果
が
共
有
で
き
る
こ

と
で
、
組
織
的
な
対
応
に
つ
な

が
り
ま
す
！詳
し
く
は
利
用
手
順
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い

期
間
を
指
定
し
て
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

気
持
ち
と
体
調
・
体
温
が
一
覧
で
示
さ
れ
、

設
定
基
準
に
該
当
す
る
と
色
付
け
表
示
さ
れ
ま
す
。
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EdTechを導入し、生徒１人１台端末について、個々の学ぶ力を引き出し、主体的な学び
を実現し「学校の新しい学習スタイル」や「個別最適な学び」を実践する。また、ＩＣＴ
支援員を学校に配置し、学校におけるＩＣＴ教育の促進を図る。

目 標

○生徒1人1台端末を効果的に活用し、ＩＣＴ教育の充実と個別最適な
学びを実践することができる。

期待される効果

デジタル教育の推進（新しい学びの促進）＜高等学校＞

①先端技術を活用した個別最適学習についての研究

・ＩＣＴ支援員 ４～6名を学校に配置（1人6校を担当）
サポートセンターと連携して、授業でのＩＣＴ活用のため、
ハード面の調整・整備、授業での端末活用に関する相談・助
言など、各校におけるICT教育の充実を支援。【業務委託】

・情報教育推進協議会
各校のＩＣＴ教育の取組や課題について情報共有

・高大連携によるデジタル社会に対応した教育の充実事業
工科大と追手前との「情報Ⅰ」連携事業 R4～3年間指定
→大学の高度で専門的な教育の提供。教員の指導力向上

ICT支援員によ
る指導・助言

学校での日々の学び

学校外での活動

・通信環境の整備
実習施設や校外での端末を活用した学習活動に利用する
ためモバイルルーターを整備
●学校の規模に応じた台数を整備

●家庭連絡システム「すぐーる」での支援
●授業目的公衆送信補償金

ICTを活用した教育で用いられる著作物に対する補償

★指導主事・ICT授業改善アドバイザーによる指導・助言
ICT授業改善アドバイザーを高等学校課に配置

②ＩＣＴ教育充実のための指導体制強化

★各学校の実情に応じた
EdTechを活用して個別最適
な学びの実践検証を行う。

1人1台端末を効果的に活用し
学校（授業）でのＩＣＴ教育
の充実を図る。

●学習ドリルや動画学習サイト、辞
書ツールなど、様々なEdTechから
学校単位で選択して活用

学習プラットフォーム 「高知家まなびばこ」

サポートセンター
（GIGAスクール運営支援センター）
Googleアカウント管理・OSバージョン管理
アプリ使用管理・iFilter管理

※Edtechとは、
Education（教育）と
Technology（技術）を組み合わ
せた造語
テクノロジーを用いて教育を支援
する仕組みやサービス

電話・メール
での相談

Google Workspace

●非常時には通信環境のない生徒への連絡手段として活用

総合的学習や地域協働学習な
ど、学校外の活動においても、
1人1台端末を効果的に活用。

EdTech※
①すららドリル 21校

AIドリル、D3対策等

②ClassPad.net 7校
ｽﾀﾃﾞｨｻﾎﾟｰﾄ校等
カシオと県教委の協定

新体制

③デジタル技術を活用した学校体制づくり
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高知県教育委員会とカシオ株式会社が連携して、教育活動における
ＩＣＴの効果的な活用と効果について検証を行うため、生徒1人１台端
末を活用したシステムについて実践研究を行う。

高知県教育委員会とカシオ株式会社との学習支援ツールを使用した共同研究＜高等学校＞

事業のねらい

カシオ株式会社が開発した学習支援ツール「ClassPad.net」を、本
県の県立高等学校、特別支援学校でモニターとして試行的に導入し、
その教育効果について検証する。

事業内容

県立高等学校
（７校）

●対象：約2,000名
安芸・高知追手前
高知小津・高知国際
須崎総合・中村
高知工業

県立特別支援学校
●対象：希望者

Classpad.netを導入
●活用事例の紹介

●事例（県外先進校）の紹介

●機能・操作改善の提案

●操作方法についての研修

●活用方法に関する指導助言

・進学校などにおいてどのような活用ができるのか。
（デジタルノートの効果的な活用）

・授業や家庭においてどのような活用ができるのか。
・学ぶことが苦手な生徒がどのように変わったか。

①デジタルノート機能

③数学ツール機能

★ClassPad.net（カシオ株式会社）
調べ学習など協働学習に活用できる①デジタ
ルノート機能、②オンラインの辞書機能や、
グラフや図形などの理解や知識の定着を促進
する③数学ツールなどを備えた学習ツール

②オンライン辞書機能

カシオ株式会社
●連携体制

④授業・学習支援機能

・基礎学力（数学）の定着
・探究的な学びの充実
・授業等でのＩＣＴ活用の促進
・情報活用能力の育成
・授業効率の向上

期待される効果

CASIO
学校営業フォロー体制
・地域に密着した学校
サポート
・本社からの現場サポート
教育サポート体制
・電子辞書を活用した指導
案の作成
・教員向け活用セミナー
・操作講習会
・アドバイザーからの助言

高知県教育委員会

●データログ提供
（使用回数、活用時間等）

カシオ側の検証 ア
ン
ケ
ー
ト
・

デ
ー
タ
ロ
グ
等
で

活
用
状
況
収
集

6



高大連携によるデジタル社会に対応した教育の充実事業
～高知工科大学と高知追手前高校との「情報Ⅰ」連携事業～

●
大
学
と
の
協
議
・
目
標
設
定

●
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

R３
年度 R６年度R4年度 R5年度

「情報Ⅰ」（１年：１単位）

○生 徒：大学からの高度で専門的なﾃﾞｰﾀに基づく論理的思考力の育成を体系的に学習。Society5.0を牽引する分野への進学に対応。
Ｒ７共通テスト「情報Ⅰ」にも対応。

○学 校：文系理系を問わず、デジタル分野への進学に対応した高度な情報教育の提供。この学校でしか学べない教育内容の提供。
○教 員：大学教授等からの指導方法や教材開発等を学び、各教員の授業改善（他教科含む）。
○工科大：県への人材育成という教育的貢献。高大接続による大学及び研究内容等のＰＲ。情報新学群への接続。
○県教委：大学からの高度な専門的な力を借りたデジタル・グローバル人材育成。県内すべての高校で、プログラミング、データサイエ

ンス分野において、同じレベルの情報教育を提供。教員の指導力向上。高大接続による高校の枠を越えた高度で専門的な
教育の提供。

高知追手前高校の必履修科目「情報Ⅰ」の授業を進めるにあたり、高知工科大学の連携協力を得て、情報に関する科学的な見方・考え方を働か
せ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社
会に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す。

ねらい

「情報Ⅰ」（２年：１単位） 「情報探究」（３年：１単位）

R７年度～

情報モラル・セキュリティ【講演】1h 
R4.4.13 追手前芸術ホール
新1年約260名 一斉授業

★共通教材（ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ）として全高校で活用

①デジタル社会について【講演】1h
②情報デザイン 【講演・演習】2h
R4.9.30 追手前芸術ホール
新1年約260名 一斉授業
③シミュレーション 【演習】3h
R5.3.14、16の2日間 永国寺キャンパス
演習（情報演習室130名定員）＋見学
130名×２日に分けて実施

工科大支援プログラムⅠ

④データベース【演習】2h
⑤データの分析【演習】4h
GoogleSpreadSheetを使ったコロナ統計
の回帰分析

※令和４年度の実施状況を見て、内容等
については、令和４年度中に検討
実施時期は、９月、３月

工科大支援プログラムⅡ

○課題発見・解決
○大学のデータサイエンス学習
○共通テスト対策

※令和４年度の実施状況を見て、内容等
については、令和５年度中に検討

支援プログラム

レオタイム「総合的な探究の時間」「特別活動LH」（１年～３年）

「情報Ⅰ」（１年：１単位） 「情報Ⅰ」（１年：１単位）

「情報Ⅰ」（２年：１単位）

期
待
さ
れ
る
効
果

メ
リ
ッ
ト

●
各
学
校
で
の
情
報
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用

・
「
情
報
1
」
の
効
果
的
な
指
導
・
評
価

●
外
部
講
師
の
活
用

●
指
導
ツ
ー
ル
の
活
用

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
充
実

ＡＩ データ

サイエンス
分野で活躍
できる
人材育成

デジタル社会
に対応できる
人材育成
【基礎基本の習得】

情
報
教
員
の

指
導
力
向
上

単一免許教員：プログラムのアシスタント→ ティーチング強化

複数免許教員：プログラムの見学 → 教材研究 → 自校での活用

遠隔教育へのサポート

均一化した教育内容 効果的な情報教育

導入
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不登校への総合的な対応

２ 課題

３ 取組内容

各学校における不登校の未然防止、初期対応、自立支援の各領域にかかる取組をさらに充実させるとともに、福祉等の関係機関や
保幼小中の連携を強化し、不登校等生徒指導上の諸課題の改善につなげる

◆各学校において、不登校の未然防止に資する開発的な生徒指導や、校内支援会の実
施等の初期対応・自立支援の取組が定着してきている
◆本県の小中学校における不登校出現率は、依然全国平均より高い状況が続いており、
特に中学校での大幅な増加が見られる（R1→R2）
◆新規不登校（新たに不登校になる）児童生徒の出現率も全国平均より高い状況
◆不登校の背景として厳しい家庭環境や本人の発達障害なども多く見られる

■新規不登校を抑制するため、不登校の兆しが見えた児童生徒に関する速やかな情報共有や
わずかな変化に気づき対応する必要がある
■不登校の要因は、家庭の経済状況や家族の健康状態等に関わる部分が少なくないため、学
校だけでなく関係機関との連携強化が必要である
■発達障害のある子どもを含む、支援を要する子どもたち一人一人に必要な支援や学習方法の
工夫など、教職員の授業実践力・学級経営力の向上が求められる

１ 現状

※ＳＳＷ・・スクールソーシャルワーカー ＳＣ・・・・スクールカウンセラー
④ 自治体全体での不登校対策等の推進(１市指定)

・各中学校区における保幼小中15年間をつなぐ連携の推進
・統括推進リーダーを市教委に配置し、小中連携の取組の推進
・学校・ＳＳＷと児童福祉部署等との連携強化

① 未然防止・初期対応を重視した学校の体制の強化 ② 児童生徒理解と早期の情報共有 ③ 個々の児童生徒に応じた支援の充実

◇学校・ＳＳＷ※と市町村児童福祉部署等との相互連携による
支援体制の強化
・校内支援会における検討ののち、ＳＳＷによる支援の実施
・ＳＳＷによる児童福祉部署等の関係機関へのつなぎ

◇新規不登校の抑制に向けた学校の取組の強化
・欠席３日調べなどの初期対応の取組を徹底
・ＯＪＴによる不登校への理解や対応力の向上
・ＳＣ※、ＳＳＷを活用した校内支援会
・ユニバーサルデザインの視点に基づく授業づくり・学級経営

◇不登校担当教員（者）を中心とした組織的対応
・各学校に不登校担当者（不登校出現率が高い学校
には担当教員を配置）を位置付け、取組を重点的に
強化

◇学習支援プラットフォーム「きもちメーター」や校務
支援システムを活用した情報共有・児童生徒理解
・教員が日々の児童生徒の様子を把握
・得られた情報を不登校担当教員（者）が集約・
確認し、管理職に報告

◇校内適応指導教室モデル校の設置
・教室運営をコーディネートする教員の配置
・不登校傾向の児童生徒に対して個別、最適な
学びを確保
・学習支援の充実を図るため、タブレット端末等
を活用した支援について実践研究

◇市町村の教育支援センターへの支援強化
・モデル地域を指定し、タブレット端末等を活用
した児童生徒の学習支援について実践研究

◇保幼小中の連携強化による、就学前教育、学力向上、不登校対策等を自治体全体で総合的に推進

保幼小中
連携モデル
地域実践研究事業

対策のポイント

【Ｒ４取組状況（４、５月）】
◆推進市の指定（１市、４中学校区） ◆統括推進リーダーの配置（４月）
◆調査研究委員会（４月～） ◆各校担当者会（５月～）
◆児童の支援リスト、家庭支援の計画・記録の作成の周知・徹底（４月）

【Ｒ４取組状況（４、５月）】
◆ＳＳＷの配置（全県立学校：４月、全市町村：５月）
◆市町村児童福祉部署との定期的な情報交換等の実施を
県立学校ＳＳＷに依頼（４月）

【Ｒ４取組状況（４、５月）】
◆不登校担当教員の配置（20校：４月）
◆不登校対策チームによる訪問支援（４、５月） 【Ｒ４取組状況（４、５月）】

◆コーディネーター教員の配置（7校：４月）
◆モデル校への訪問支援（５月）
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